



A Report from the Course of “Intercultural Training”: 
























































































授業は 1 回が 90 分で，14 回行われた。すべての授業に
おいて対話型講義とディスカッションを行ったが，それ
以外の活動方法は表 1 に示した。 
 








1 見える文化と見えない文化  〇
2 コミュニケーションのメカニズム  
3 異文化摩擦の原因 〇 〇
4 ステレオタイプ  






8 表情，アイコンタクト 〇 〇
9 対人距離，Ｍタイム/Ｐタイム  〇
10 エピソードから自分の価値観を知る  〇
11 自/多文化理解のためのワークショップ  〇
12 アサーティブ・コミュニケーション 〇 
13 カルチャーショックを体験するゲーム  〇

















































自由記述の内容 学生数 N=10 学生番号
授業開始時－不安と緊張 5  
初対面の人・自己主張は苦手だ 1 5 
外国人との交流は不安だ 4 4,6,8,9 
異世代との交流は緊張する 1 9 
参加型学習－クラスの雰囲気 4  
不安や緊張がなくなった 4 4,5,6,9 
仲間が積極的で友好的だ 1 4 
笑いが絶えない教師の進行 2 4,9 























図 1 ＫＪ法による図解 





様々な人と交流でき楽しかった 9 2 以外 
様々な人から多くを学んだ 9 2 以外 
毎回違ったテーマが新鮮だった 1 6 
授業外でも交友関係が広がった 4 3,4,6,8 
自分自身への気付き 3  
自分の考え方や行動に気付いた 2 1,6 
自文化を押し付ける自分に気付いた 1 2 
多様性への気付き 8  
価値観の多様性を実感した 4 2,5,6,10 
自分と全く違う考え方に出会った 5 3,6,7,9,10
文化による感じ方の違いに気付いた 1 4 
違いの理由を知りたくなった 1 9 
コミュニケーションへの学び・決意 10  
理解しようとする姿勢の大切さ 2 6,9 
伝えることの大切さ 1 5 




コミュニケーションのフィルター 1 5 
場面や相手による方法の使い分け 1 7 
価値観やステレオタイプの違い 1 8 




海外に留学や旅行に行きたい 3 7,9,10 




















































































































































































































































































日夕方 4 時までに A プロジェクトに関する企画書を
私まで提出してください」のように，言語で明確に伝
えるコミュニケーション方法が，低コンテキスト・コ
ミュニケーションスタイルである。文脈への依存度の
高低から，このように呼んでいる。
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